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近年，光導波路上で光子を制御する事で，様々な量子技術をチップ上に実現する研究が活発に

行われている [1]．チップ上に形成したリング共振器は，高効率に光子対を生成することが可能で

あり，オンチップ光量子技術の光源として注目されている [2][3]．しかし，従来のリング共振器を

用いた研究では，知る限り 1対の光子対の生成に注目したものがほとんどだった．一方で，多光

子を用いた光量子回路では，複数の光子対生成過程が用いられてきた．したがって，リング共振

器内で，複数の光子対を生成することができればより多様な量子技術への応用が期待できる．本

研究では，窒化シリコンリング共振器を連続波 (CW)レーザ光によってポンプすることで，多光子

対の生成を確認したので報告する．

図 1に実験系を示す．波長可変レーザ (TLD)から出力された波長 1550 nmの CW光をエルビウ

ム添加光増幅器 (EDFA)で 22.6 mWに増幅し，共振器に入力した．そして，出力される光子をファ

イバブラッググレーティング (FBG)でポンプ光を除去した後，50:50ビームスプリッタで等分し

た．それらを可変バンドパスフィルタ (TBPF)で，シグナル光子とアイドラ光子の共振周波数モー

ドを選択し，50:50ビームスプリッタで等分した．そして，超伝導光子検出器 (SNSPD)で検出し，

4光子同時計数測定を行った．光子のコヒーレンス時間 (1.5 ns)よりも短い同時計数窓 (1 ns)を設

定し，光子検出の遅延時間を走査した．その結果，4つの検出時刻が一致するところで，2つの独

立した熱光源からでは得られない同時計数ピークが得られた．これは四光波混合によって 2光子

対が生成されていることを意味する．
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図 1: Experimental setup. EDFA: erbium doped fiber amplifier; SNSPD: superconducting nanowire

single photon detector.
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